
2026年度 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 

＜基礎・実践・更新＞研修（前期） 開催要項 

 

1  研修の目的 

本研修は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３

号）及び児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）の適正かつ円滑な運営に資するため、サービスや支

援の質の確保に必要な知識、技能を有するサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（以下、「サ

ービス管理責任者等」という。）を養成することを目的とし、基礎研修、実践研修、更新研修を開催致

します。 

 

2  実施主体 

一般社団法人あそびて（福岡県指定研修事業者） 

 

3  研修対象者 

I. サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修受講資格 

（１） サービス管理責任者 

指定障がい福祉サービス事業所において、サービス管理責任者として従事しようとする者で

あって、次に掲げる業務内容に応じ、通算して右欄の年数以上の実務経験を有する者。 

業務内容 

当該研修申込に必要な 

実務経験年数 

（2026年 3月末見込） 

相談支援業務 
3年 

（勤務日数 540日） 

社会福祉主事任用資格等を有しない者による直接支援の業務 
6年 

（勤務日数 1080日） 

社会福祉主事任用資格等を有する者による直接支援の業務 
３年 

（勤務日数 540日） 

国家資格等による業務に通算３年以上従事している者による

相談支援の業務及び直接支援の業務（国家資格等による業務

の期間と相談・直接支援の業務の期間が同期間でも可） 

国家資格取得後 

通算 1年 

実務 1年 

（勤務日数 180日） 

  ※相談支援業務・直接支援業務の内容については、別紙１－１をご参照ください。 

 



（２） 児童発達支援管理責任者 

指定障がい児入所施設及び指定障がい児通所支援事業所において、児童発達支援管理責任者

として従事しようとする者であって、次に掲げる業務内容に応じ、通算して右欄の年数以上

の実務経験を有する者。 

業務内容 

当該研修申込に必要な 

実務経験年数 

（2026年 3月末見込） 

相談支援業務 
3年 

（勤務日数 540日） 

社会福祉主事任用資格等を有しない者による直接支援の業務 
6年 

（勤務日数 1080日） 

社会福祉主事任用資格等を有する者による直接支援の業務 
３年 

（勤務日数 540日） 

国家資格等による業務に通算５年以上従事している者による

相談支援の業務及び直接支援の業務（国家資格等による業務

の期間と相談・直接支援の業務の期間が同期間でも可） 

国家資格取得後 

通算 3年 

実務 1年 

（勤務日数 180日） 

  ※相談支援業務・直接支援業務の内容については、別紙１－１をご参照ください。 

 

II. サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者実践研修受講資格 

以下のカテゴリーＡ・Ｂ・Ｃに該当する者。 

各カテゴリー要件については専用ホームページへ掲載していますので、ご参照ください。 

 

カテゴリーＡ：実務経験(OJT)２年 

サービス管理責任者等として従事しようとする者で、下記（１）、（２）のいずれかに該当す

る者 

（１） 基礎研修1を修了し、実践研修受講前５年間に、実務経験２年以上かつ３６０日以上

（１年あたり１８０日換算）を経過する者 

（２） ２０１９年３月末以前（旧カリキュラム）のサービス管理責任者等研修を修了した者

であって、２０１９年４月以降に相談支援従事者初任者研修（講義部分）修了者とな

った者 

ただし、両研修修了以降実践研修受講前５年間に、実務経験２年以上かつ３６０日以

上（１年あたり１８０日換算）を経過する者に限る。 

 
1 「基礎研修」とは、相談支援従事者初任者研修講義部分とサービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修のこ

とを指す。 



 

カテゴリーＢ：実務経験(OJT)６月 

下記（１）（２）（３）の全てに該当し、それらの証明書を提出できる者 

（１） 基礎研修受講時2に既にサービス管理責任者等の配置に係る実務経験要件 （相談支

援業務又は 直接支援業務３～８年）を満たしている。  

（２） 障害福祉サービス事業所等において、個別支援計画作成の業務に６月（９０日）以

上従事した。 

（具体的には以下のいずれかのとおり） 

・ サービス管理責任者等が配置されている事業所において、第２サービス管理責

任者等として個別支援計画の原案の作成までの一連の業務を行った。 

・ やむを得ない事由によりサービス管理責任者等を欠いている事業所において、

サービス管理責任者等とみなして従事し、個別支援計画の作成の一連の業務を

行った。 

（３） 上記業務に従事することについて、指定権者に届出している。 

 

カテゴリーＣ：更新切れ 

下記（１）又は（２）に該当する者  

（１） ２０１９年３月末以前に、相談支援従事者初任者研修講義部分とサービス管理責任

者等研修を修了した者のうち、２０２４年３月末までに更新研修を受講していない

者 

（２） 初回の更新研修修了の翌年度から５年間に一度毎の更新研修を修了していない者

（更新年月日が切れていない者は受講不可。更新年月日が切れた状態でのお申し込

みは可能） 

（３） ２０２１年４月以降に実践研修を受講したが、更新研修を受講しておらず、更新切

れとなった者（更新年月日が切れていない者は受講不可。更新年月日が切れた状態

でのお申し込みは可能） 

 

※ ２０１９年３月末以前（旧カリキュラム）のサービス管理責任者等研修を修了した

者であって、 ２０１９年４月以降に相談支援従事者初任者研修（講義部分）修了

者となった者は、カテゴリー Ｃ（更新切れ）の随時募集ではお申込できません。

カテゴリーA（OJT2 年）に該当する可能性が あります 

  

 
2 「サービス管理責任者等基礎研修」の研修修了日の前日までのことを指す 



III. サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修受講資格 

以下（１）又は（２）のいずれかに該当する者 

（１） サービス管理責任者等実践研修、または更新研修を修了後、指定障害福祉サービス事業所等

もしくは指定障害児入所施設等においてサービス管理責任者、児童発達支援管理責任者もし

くは管理者として現に従事している者又は指定一般相談支援事業所、指定特定相談支援事業

所もしくは指定障害児相談支援事業所において相談支援専門員として従事している者で、指

定障害福祉サービス事業所等においてサービス管理責任者として現に従事している者、又は

従事しようとする者。 

（２） サービス管理責任者等実践研修、または更新研修を修了後、本研修の受講開始日前５年間に

おいて（１）の業務に通算して２年以上従事していた者で、指定障害福祉サービス事業所等

においてサービス管理責任者として現に従事しているもの又は従事しようとする者。 

 

※ 更新期限早見表は専用ホームページへ掲載していますのでご参照ください。 

 

 

4  受講定員 

Ⅰ  福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修（前期）：２３８名 

 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修（後期）：調整中 

Ⅱ  福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者実践研修（前期）：２３８名 

 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者実践研修（後期）：調整中 

Ⅲ  福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修（前期）：調整中 

 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修（後期）：調整中 

 

5  受講料 

当法人は免税事業者のため、現時点では消費税をいただいておりません。今後課税事業者になった際には改めて告知いたします。 

Ⅰ  福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修 ３０，０００円 

Ⅱ  福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者実践研修 ３０，０００円 

Ⅲ  福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修 ３０，０００円 

 

当法人では、“チャレンジ継続割”という割引制度をご用意しています。 

・ サービス管理責任者等研修の「基礎研修」「実践研修」「更新研修」 

・ スキルアップ研修の「虐待防止研修」 

のいずれかを当法人にて受講された方に対し、専門コース別研修の受講料を割引させて頂きます。 

この機会に、是非とも多くの研修を受講し、より深い学びへとつなげていただければと思います。 

 

※ご入金の確認が出来ていれば、受講の順番は問いません。 



例：基礎研修と就労支援コースを同時にお申込みいただいた場合、チャレンジ継続割での料金をご案内

いたします。その場合、就労支援コースを先に受講するスケジュールをご案内する場合もありますが問

題ございません。ただし、研修受講前に両方の受講料をご入金いただく必要がございます。 

 

6  各研修日程・定員 

① 各研修の研修内容は同じです。 

② 受講希望日程を第３希望まで選択し、申し込みを行ってください。 

③ 開催日時は予定のため、応募状況等によって変更になる可能性があります。  

※募集人数が多数となる場合、表記日程以外での受講をご案内する場合があります。 

④ 事前の動画視聴、事前課題の提出はございません。 

（厚生労働省の定めるカリキュラムの時間数 は満たすプログラムとなっています） 

 

I. 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修（集合研修） 

開催日 開催時間 開催場所 定員 

第１回 
１日目：２０２６年 ５月２５日（月）  

２日目：２０２６年 ５月２６日（火） 

全日 

9:30～18:30 

（予定） 

天神チクモクビル 

（〒810-0001 福岡県福岡市

中央区天神３丁目１０−２７） 

各 48名 

第２回 
１日目：２０２６年 ６月１９日（金）  

２日目：２０２６年 ６月２０日（土） 

第３回 
１日目：２０２６年 ７月３０日（木）  

２日目：２０２６年 ７月３１日（金） 

第４回 
１日目：２０２６年 ８月２８日（金）  

２日目：２０２６年 ８月２９日（土） 

第５回 
１日目：２０２６年 ９月２８日（月）  

２日目：２０２６年 ９月２９日（火） 

※後期日程は調整中（福岡市・北九州エリア） 

 

II. 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者実践研修（集合研修） 

開催日 開催時間 開催場所 定員 

第１回 
１日目：２０２６年 ５月２８日（金）  

２日目：２０２６年 ５月２９日（土） 

全日 

9:30～18:30 

（予定） 

天神チクモクビル 
（〒810-0001 福岡県福岡市中央

区天神３丁目１０−２７） 

 

第３回のみ 

リファレンス大博多ビ

ル貸会議室 
（〒812-0011 福岡県福岡市博多

区博多駅前２丁目２０−１ 11F） 

各 48名 

第２回 
１日目：２０２６年 ６月２２日（月）  

２日目：２０２６年 ６月２３日（火） 

第３回 
１日目：２０２６年 ７月２４日（金）  

２日目：２０２６年 ７月２５日（土） 

第４回 
１日目：２０２６年 ８月３１日（月）  

２日目：２０２６年 ９月 １日（火） 

第５回 
１日目：２０２６年 ９月２４日（木）  

２日目：２０２６年 ９月２５日（金） 

※後期日程は調整中（福岡市・北九州エリア） 

 

 



III. 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修（集合研修） 

開催日 開催時間 開催場所 定員 

第１回 
１日目：２０２６年 ６月１６日（火）  

２日目：２０２６年 ６月１７日（水） 
全日 

9:30～18:30 

（予定） 

天神チクモクビル 
（〒810-0001 福岡県福岡市中央

区天神３丁目１０−２７） 

予定 

各 48名 

日程調整中 

 

7  申込期間 

 

8  申込方法 

下記ＱＲコードまたは当法人のホームページより申込を行うとお申込み完了となります。 

○当法人のホームページ 

（https://www.asobitefukuoka.com） 

※詳細は、当法人ホームページに掲載している内容を必ず確認してください。 

 

申し込みＱＲコード 

福岡県サービス管理責任者・ 児

童発達支援管理責任者 

 ＜基礎研修＞ 

 お申し込み QR コード 

福岡県サービス管理責任者・ 児

童発達支援管理責任者 

 ＜実践研修＞ 

 お申し込み QR コード 

福岡県サービス管理責任者・ 児

童発達支援管理責任者 

 ＜更新研修＞ 

 お申し込み QR コード 

   

 

 

令和８年３月１９日～令和 8年 4月３０日  １７時必着 

※各研修によって必要書類が異なりますので、申込フォームをご確認の上、必要書類を必ず上記日

時までに申込フォームにアップロードしてください。 

※締切日時以降は、いかなる理由があっても受付できません。 

https://www.asobitefukuoka.com/


9  受講決定 

受講申し込み締め切り後、選考により受講可否を決定し、２０２６年５月中旬までの間に可否決定等通知先

宛に郵送にて通知致します。 

※ 受講決定は先着順ではございません。 

※ 募集人数が多数となる場合、表記日程以外での受講をご案内する場合があります。 

※ ５月１５日（金）以降になっても受講可否の通知が届かない場合は、お問い合わせください。 

※ 受講可否について、電話によるお問い合わせはお受け致しかねます。 

 

10  研修内容（厚生労働省の定めるカリキュラム） 

I. 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者基礎研修（集合研修） 

科目 内容・目的 時間数 

１．サービス管理責任者等の基本姿勢とサービス提供のプロセスに関する講義（７．５時間） 

サービス（支援）提供の基本的な

考え方 

サービス（支援）提供の基本的な考え方として、利用者主体の視点、

自立支援の視点、エンパワメントの視点、ICF の視点、現実的な支援

計画に基づくサービス提供、連携の必要性等について理解する。 

６０分 

サービス（支援）提供のプロセス 
PDCA サイクルによるサービス内容を確認することの重要性とその方

法、個別支援計画の意義を理解する。 
９０分 

サービス等利用計画と個別支援計

画の関係 

障がい児支援利用計画と個別支援

計画の関係 

サービス等利用計画における総合的な援助方針を導き出すプロセスを

理解し、個別支援計画の出発点が障がい児支援利用計画・サービス等

利用計画の総合的な援助方針であることを認識する。また、障がい児

支援利用計画・サービス等利用計画が生活全体の範囲に及び、個別支

援計画が生活全体をイメージしながらも事業所内サービスに重点を置

いた計画であることを理解する。 

９０分 

サービス提供における利用者主体

のアセスメント 

サービス（支援）提供における利用者を主体としたアセスメントの考

え方やその手法について理解する。また、障がい種別や各ライフステ

ージ、各サービスにおいて留意すべき視点について理解する。 

１５０分 

個別支援計画作成のポイントと作

成手順 

個別支援計画の作成におけるポイントと手順についての事例等を活用

し、作成の視点がリスクマネジメントのみに陥らないように、エンパ

ワメントの視点やストレングスの活用について理解するとともに、作

成の手順を習得する。 

６０分 

２．サービス提供プロセスの管理に関する演習（７．５時間） 

個別支援計画の作成（演習） 

モデル事例を活用したグループワークにより、障がい児支援利用計

画・サービス等利用計画に示される総合的な援助方針、長期目標及び

短期目標を踏まえて、個別支援計画の支援内容、担当者、連携の頻度

等について検討する。それに基づき、支援目標、支援内容を設定し、

個別支援計画を作成する。 

２７０分 

個別支援計画の実施状況の把握

（モニタリング）及び記録方法

（演習） 

モデル事例を活用したグループワークにより、事業者が提供している

支援のモニタリングについて、サービス等利用計画との連動性を念頭

に置きながら、視点・目的・手法等を理解する。 

１８０分 

合計 １５時間 

 

 

II. 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者実践研修（集合研修） 

科目 内容・目的 時間数 

１．障がい福祉の動向に関する講義（１時間） 

障がい者福祉施策・児童福祉施策

の最新の動向（講義） 

・ 障がい者福祉施策・児童福祉施策の最新の動向について理解するこ

とにより、利用者の置かれている制度的環境の変化を認識する。 
６０分 



２．サービス提供に関する講義及び演習（６．５時間） 

モニタリングの方法（講義・演

習） 

・ 事業所のモニタリングについて、障がい児支援利用計画・サービス

等利用計画との連動性を念頭に置きながら、モニタリングの視点・

目的・手法等について講義により理解する。事例を通じて、モニタ

リングの演習を行い、その手法を獲得する。 

１２０分 

個別支援計画の運営方法（講義・

演習） 

・ 個別支援会議の意義、進行方法、会議において行うべき事項（個別

支援計画作成時・モニタリング時）等について講義により理解す

る。 

・ 個別支援会議における合意形成過程について、模擬個別支援会議の

実施体験演習を通じて、サービス管理責任者としての説明能力を獲

得する。 

・ 模擬個別支援会議の体験をもとに、個別支援会議におけるサービス

管理責任者の役割についてグループワーク等により討議し、まとめ

る。 

２７０分 

３．人材育成の手法に関する講義及び演習（３．５時間） 

サービス（支援）提供職員への助

言・指導について（講義・演習） 

・ サービス（支援）提供職員への支援内容、権利擁護・法令遵守等に

関する確認や助言・指導を適切に実施するための方法等について講

義により理解する。 

・ 講義を踏まえて、受講者が事業所において実施している助言・指導

業務について、グループワーク等により振り返るとともに、今後の

取り組み方について討議する。 

９０分 

実地教育としての事例検討会の進

め方（講義・演習） 

・ 事例検討会の目的、方法、効果等について講義により理解する。ま

た、事例検討会の実施がチームアプローチの強化や人材育成にも効

果を有することを理解する。 

・ 受講者が持ち寄った実践事例をもとに、事例検討会を行うことで、

事例検討会の進め方を習得する。 

１２０分 

４．多職種及び地域連携に関する講義及び演習（３．５時間） 

サービス担当者会議等におけるサ

ービス管理責任者等の役割（多職

種連携や地域連携の実践的事例か

らサービス担当者会議のポイント

の整理）（講義） 

・ 多職種連携や地域連携の実践事例を活用し、サービス担当者会議等

におけるサービス管理責任者等の役割（相談支援専門員との連携や

関係機関との連携方法）について理解する。 

５０分 

（自立支援）協議会を活用した地

域の課題の解決に向けた取組（講

義） 

・ （自立支援）協議会の意義、目的、活動内容等について理解す

る。・サービス管理責任者等の業務を通して見出される地域課題を

解決するための（自立支援）協議会の活用について実践報告等によ

り学ぶ。 

５０分 

サービス担当者会議と（自立支

援）協議会の活用についてのまと

め（演習） 

・ サービス担当者会議や（自立支援）協議会に関する講義を踏まえ、

多職種連携や地域連携の重要性、意義、ポイントについてグループ

ワーク等による討議を通じて、連携のあり方についてまとめを行

う。 

１１０分 

合計 １４．５時間 

 

III. 福岡県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者更新研修（集合研修） 

科目 内容・目的 時間数 

１．障がい福祉の動向に関する講義（１時間） 

障がい者福祉施策・児童福祉施策

の最新の動向（講義 

障がい者福祉施策・児童福祉施策の最新の動向について理解すること

により、利用者の置かれている制度的環境の変化を認識する。 
６０分 

２．サービス提供の自己検証に関する演習（５時間） 

事業所としての自己検証（演習） 

・グループワークを通じて、各自の事業所の取組状況や地域との連携

の実践状況を共有することにより、コンプライアンスを理解し、今後

の事業所としての取組を明確にする。グループワークの成果を発表

し、各自まとめる。 

９０分 



サービス管理責任者としての自己

検証（演習） 

・サービス管理責任者として自らを振り返り、自己覚知を促し、支援

の在り方や地域との関わり方、今後の自らの取り組むべき研修課題を

明確にする。グループワークにおける討議を通じて、各自まとめる。 

１２０分 

関係機関との連携（演習） 

・関係機関と連携した事例に基づき、支援方針の基本的な方向性や支

援内容を左右する事項に重点を置いてグループワークを展開すること

により、関係機関との連携を理解するとともに、（自立支援）協議会

の役割を再認識する。 

９０分 

３．サービスの質の向上と人材育成のためのスーパービジョンに関する講義及び演習（７時間） 

サービス管理責任者としてのスー

パービジョン（講義） 

・サービス管理責任者として、事例検討のスーパービジョン及びサー

ビス提供職員等へのスーパービジョンに関する基本的な理解を深め

る。 

１８０分 

事例検討のスーパービジョン（演

習） 

・事例を通じて、支援のあり方、支援方針、支援の内容を検討し、優

良な点や改善が必要な点について、グループワークによって明確化す

ることによってスキルアップを図る。また、事例について、スーパー

バイズを体験する。 

６０分 

サービス提供職員等へのスーパー

ビジョン（演習） 

・事例を通じてサービス管理責任者等としてサービス提供職員等へ実

施するスーパービジョンの構造や機能を理解し、具体的な技術を獲得

する。 

１２０分 

研修のまとめ（演習） 

・研修で得られた知識・技術を活用して、サービス管理責任者として

のスキルアップを図る方策について、グループワークにおける討議を

通じてまとめを行う。 

６０分 

合計 １３時間 

 

11  受講決定後のキャンセルについて 

・ 当該研修専用申込ページに「申込キャンセルフォーム」を設けていますので、内容等をご確認のうえＷ

ＥＢ入力にてキャンセルのお申込をお願い致します。 

・ 受講料の振込後にキャンセルされた場合、受講料の返金は致しませんのでご注意ください。 

・ 受講決定後、お振り込みがない場合や無断でキャンセルされた方（事業所）は、次回以降の受講をお断

りすることがあります。 

 

12  修了証書 

・ 全日程、全科目の研修修了者に、修了証書番号、修了年月日、氏名等必要事項を記載した修了証書を交

付致します。 

・ 修了証書の授与は、集合研修最終日の研修終了時となります。 

・ 研修修了者について、上記に掲げる事項等を記載した名簿を作成し、当法人及び福岡県にて厳重に管理

致します。 

・ 理解度が著しく低く修了の見込みがない場合は、講師・実施主体等にて協議の上、修了証書の交付は行

いませんので、あらかじめご了承ください。 

13  留意事項 

（１） お申し込みついては、次の点にご注意いただき、申し込み者において十分に確認した上でお

申し込みをお願い致します。 



① 書類の不備、記載漏れ等がある場合は、申し込み受付ができません 

② 受講申し込み書類等の不備・不足があった場合でも、当法人から指摘・修正指示等を行

うことはありません 

③ 研修申込の要件は、提出された証明書類等によってのみ判断されます 

 

（２） 次の各号のいずれかに該当する者は、受講を取り消しますのでご注意ください。その場合の

受講料の返金はいたしません。 

① 受講申し込み内容に虚偽の記載等があった者 

② 理由の如何にかかわらず、研修当日に遅刻・早退・途中退席等が通算１５分以上あった 

③ 学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと判断された者（私語、居眠り、携帯電話

等の使用、受講態度の悪い方など） 

④ 受講態度について注意されたにも関わらず改めない者 

⑤ その他研修に支障のある行為が認められた者 

 

（３） 自然災害等により研修会を延期する場合がございます。その場合は、前日１３時迄に当法人

のホームページ（https://ikeda-socialwork-office.org/lp/lp03/）に掲載致しますので

ご確認ください。 

（４） 受講申し込み書類等に記載された個人情報は、本研修の運営目的以外には使用致しません。

なお、ご提出いただいた申込書・証明書類等は返却致しません。 

 

14  問い合わせ 

実施主体 
一般社団法人あそびて 

サビ児管・相談支援従事者等専門コース別 研修事務局 

住所 
〒815-0041 

福岡県福岡市南区野間四丁目１７番３６号 

電話・FAX 
電話：070-5560-4628 

FAX：092-710-3487 

メール 

kensyu.asobite@asobite.org 

受付時間：月～金曜日（祝日を除く） 9：00～17：00 

※時間外の対応は行なっていません 

 

mailto:kensyu.asobite@asobite.org

